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Zong Y, Huang J, Sankarasharma D, Morikawa T, Fukayama M, Epstein JI, Chada KK, Witte ON. 

Stromal epigenetic dysregulation is sufficient to initiate mouse prostate cancer via paracrine Wnt 

signaling.  

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/22653349
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/22653349


Proc Natl Acad Sci U S A. 2012 Dec;109(50):E3395-404. doi: 10.1073/pnas.1217982109. 

PMID: 23184966 

 

  



学会発表 

● 国際学会 

 

The 102th USCAP annual meeting 

March 2-8, 2013, Baltimore, USA. 

[Platform presentation] 

Tetsuo Ushiku, Christopher J Moran, Gregory Y Lauwers.  

Focally enhanced gastritis in pediatric inflammatory bowel disease: patterns, associations and 

significance 

 

[Poster Presentation] 

Abe H, Maeda D, Iwasaki Y, Hishima T, Fukayama M. 

Pathway-dependent roles of ARID1A expression loss in gastric cancer: relationships with 

Epstein-Barr virus infection and microsatellite instability 

 

Sultan Ahmad Halimi, Daichi Maeda, Masashi Fukayama 

CLDN18 and MUC5AC immunohistochemistry is useful for distinction between primary ovarian mucinous 

adenocarcinoma and metastatic colorectal carcinoma involving the ovary 

 

Tetsuo Ushiku, Thomas Arnason, Shinichi Ban, Tsunekazu Hishima, Masashi Fukayama, Gregory Y Lauwers.  

Very well differentiated gastric cancer of intestinal metaplasia-type: A systemic analysis 

 

EORTC-NCI-AACR Symposium on Molecular Targets and Cancer Therapeutics 

November 6-9, 2012, Dublin, IRLAND. 

Akiko Kunita, Mika Kato Kaneko, Shinji Abe, Masashi Fukayama, Yasuhiko Nishioka, Yukinari Kato. 

Suppression of tumor growth and metastasis by anti-podoplanin antibodies 

 

9th Joint Conference of the American Association for Cancer Research and the Japanese Cancer 

Association“Breakthrough in Basic and Translational Cancer Research” 

February 21-25, 2013, Maui, USA. 

[Poster presentation] 

Yoshimoto T, Motoi N, Yamamoto N, Ushijima M, Matsuura M, Okumura S, Yamaguchi T, Fukayama M, Ishikawa 

Y.  

Carcinoid tumors of the lung and gastrointestinal tracts show common microRNA expression profiles, 

different from adeno- and small cell carcinomas, suggesting a common origin of systemic carcinoids 

  



学会発表 

● 国内学会，研究会 

＜教室に関連した主たる学会＞ 

 

第 101 回日本病理学会総会 2012 年 4 月 26-28 日 東京 

[口演] 

阿部 浩幸，前田 大地，日野 るみ，大嶽 雄也，磯貝 まや，牛久 綾，松坂 恵介，国田 朱子，牛久 哲男，

宇於崎 宏，岩崎 善毅，立石 陽子，比島 恒和，石川 俊平，深山 正久 

Epstein-Barr virus 関連胃癌及び非関連胃癌における ARID1A 発現消失の臨床病理学的検討 

 

魅力ある CPC の工夫 院内 CPC スライド公開，CPC e ラーニングの試み 

池村 雅子， 高澤 豊， 深山 正久 

 

[示説] 

新谷 裕加子，高澤 豊，佐久間 慶，船田 信顕，田中 道雄，深山 正久 

心筋細胞内に好塩基性変性と異なる細線維状凝集体を認めた拡張相肥大型心筋症の一例 

 

田中 淳，前田 大地，深山 正久 

胃を含む全身諸臓器に多数の粘膜内転移巣を形成した大腸印鑑細胞癌の一剖検例 

 

種井 善一，池村 雅子，黒飛 京子，石川 俊平，清水 潤，村山 繁雄，深山 正久 

SOD1 に新規の変異を認めた家族性筋萎縮性側索硬化症の 1剖検例 

 

林 玲匡， 池村 雅子， 深山 正久 

osteosarcoma 成分を伴った肝臓原発の癌肉腫の一例 

 

松坂 恵介，牛久 哲男，金子 伸行，石川 俊平，深山 正久 

新規手法を用いた胃癌における HER2 遺伝子増幅の検討 

 

森田 茂樹, 牛久 哲男, 市村 香代子, 前田 大地, 中島 淳, 深山 正久 

腺癌及び異型腺腫様過形成を合併した，びまん性特発性肺神経内分泌細胞過形成の一例 

 

吉本 豊毅，元井 紀子，神田 浩明，谷澤 泰介，下地 尚，松本 誠一，石川 雄一，北川 知行，町並 陸生 

Hepatoid giant cell tumor of tendon sheath の一例 

 

第 58 回日本病理学会秋期特別総会 2012 年 11 月 22-23 日 名古屋 

[示説] 

池村 雅子，田中 淳，東 浩太郎，深山 正久 

http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8E%ED%88%E4%91P%88%EA%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%92r%91%BA%89%EB%8Eq%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8D%95%94%F2%8B%9E%8Eq%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90%CE%90%EC%8Fr%95%BD%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90%B4%90%85%8F%81%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%91%BA%8ER%94%C9%97Y%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90%5B%8ER%90%B3%8Bv%5d/AU


突然死の 1剖検例 

 

高澤 豊，池村 雅子，深山 正久 

CPC の“教材化”の試み(会議録) 

 

林 玲匡，高澤 豊，大窪 泰弘，山下 尋史，深山 正久 

冠動脈周囲炎を伴った IgG4 関連疾患の一剖検例 

 

第 56 回日本病理学会関東支部学術集会 2012 年 9 月 8 日 自治医科大学 

[口演] 

田中 麻理子，森川 鉄平，日野 るみ，柴原 純二，深山 正久 

膵管内腫瘍の一例 

 

第 51 回日本臨床細胞学会総会 2012 年 6 月 1-3 日 千葉 

[示説] 

大橋 多美, 金子 伸行, 竹内 裕子, 高澤 豊, 瀬田 章, 深山 正久 

腹水を用いた胃癌 HER2FISH 検査の検討 

 

第 51 回日本臨床細胞学会 秋期大会 2012 年 11 月 9-10 日 新潟 

[示説] 

松田 つばさ, 松坂 恵介, 竹内 裕子, 瀬田 章, 高澤 豊, 深山 正久 

化膿性脊椎炎と鑑別を要した B細胞性リンパ腫の一例 

 

宮本 雄一郎, 織田 克利, 松本 陽子, 有本 貴英, 川名 敬, 矢野 哲, 藤井 知行, 上妻 志郎, 前田 大

地, 高澤 豊 

子宮腫大を伴い子宮内膜癌が疑われたが，Douglas 窩生検により卵巣癌の診断に至った 1例 

 

第 71 回日本癌学会学術総会 2012 年 9 月 19-21 日 札幌 

[口演] 

林 玲匡，山内 直子，永江 玄太，石川 俊平，油谷 浩幸，深山 正久 

肝細胞癌におけるヒストンアセチル化 

 

Matsusaka K, Kaneda A, Funata S, Takada K, Aburatani H, Fukayama M 

DNA methylation alteration of Epstein-Barr virus genome and host cellular genome in EBV infection 

to gastric cells 

 

[示説] 

国田 朱子，深山 正久 



上皮間葉移行(EMT)に伴う p120 カテニンの発現変化  

 

Sultan Ahmad Halimi, Daichi Maeda, Masashi Fukayama 

Claudin-18 is expressed specifically in intestinal type mucinous adenocarcinoma (IMCa) among 

ovarian cancers 

 

＜学会活動＞ 

第 55 回日本形成外科学会総会・学術集会 2012 年 4 月 11-13 日 東京 

大島 梓, 光嶋 勲, 三原 誠, 土居 健太郎, 成島 三長, 山本 匠, 森田 茂樹 

ICG 蛍光リンパ管造影法を用いたリンパ浮腫の予測および早期診断・早期治療 

 

第 115 回日本小児科学会学術集会 2012 年 4 月 20-22 日福岡 

樋渡 光輝, 滝田 順子, 井田 孔明, 杉山 正彦, 岩中 督, 三上信太郎, 椎名 秀一郎, 高澤 豊, 五十嵐 

隆 

初発時に肝転移を認めた腎細胞癌 stage 4 の 1 例 

 

第 30 回日本脳腫瘍病理学会 2012 年 5 月 24-26 日 名古屋 

[示説] 

池村 雅子， 篠崎 綾， 今井 英明， 石井 一彦， 齊藤 邦昭， 武笠 晃丈， 斉藤 延人， 柴原 純二， 深

山 正久 

脊髄に発生した glioneuronal tumor with neuropil-like islands の一例 

 

高見 浩数， 武笠 晃丈， 齊藤 邦昭， 高柳 俊作， 高橋 美和子，池村 雅子， 柴原 純二， 百瀬 敏光， 

斉藤 延人 

小脳 extraventricular neurocytoma の glioma との鑑別における分子診断や核医学診断の意義 

 

第 30 回肝移植研究会 2012 年 6 月 14-15 日福岡 

山敷 宣代, 菅原 寧彦, 田村 純人, 金子順一, 冨樫 順一, 野尻 佳代, 青木 琢, 阪本 良弘, 長谷川 潔, 

高澤 豊, 小池 和彦, 國土 典宏 

原発性胆汁性肝硬変に対する生体肝移植の短期および長期成績(会議録)  

 

第 12 回日本抗加齢医学会総会 2012 年 6 月 22-24 日 横浜 

加治 優一, 高澤 豊, 深山 正久, 大鹿 哲郎, 藤井 紀子 

膠様滴状角膜ジストロフィーにおける D-アミノ酸含有タンパク質および蛋白糖化最終産物 

 

第 20 回日本乳癌学会総会 2012 年 6 月 28-30 日 熊本 

[示説] 

石橋 祐子， 西岡 琴江， 丹羽 隆善， 倉林 理恵， 山村 純子， 林原 紀明， 菊山 みずほ， 菊池 弥寿

子， 内田 恵博， 辻 英一， 多田 敬一郎， 池村 雅子， 小川 利久， 瀬戸 泰之 

乳癌術後 19 年で腹壁転移，対側腋窩リンパ節転移を認めた 1例 



 

多田 敬一郎， 池村 雅子， 菊池 弥寿子， 菊山 みずほ， 林原 紀明， 山村 純子， 倉林 理恵， 内田

惠博， 辻 英一， 西岡 琴江， 小川 利久， 瀬戸 泰之 

Ki67 の値と術後化学療法実施の有無の相関について 

 

松岡 美紗子， 西岡 琴江， 丹羽 隆善， 辻 英一， 多田 敬一郎， 小川 利久， 瀬戸 泰之， 伊藤 聖子， 

池村 雅子 

豊胸目的の異物注入後に発生した乳癌 

 

山村 純子， 小川 利久， 丹羽 隆善， 西岡 琴江， 辻 英一， 内田 惠博， 池村 雅子， 岡嶋 裕志， 高

橋 伸一郎， 多田 敬一郎， 瀬戸 泰之 

乳癌組織における悪性度を予測する因子としての IRS-2(IGF-1 受容体基質) 

 

第 53 回日本神経病理学会総会 2012 年 6 月 28-30 日 新潟朱鷺メッセ 

[示説] 

伊藤 慎治，髙尾 昌樹，野上 茜，舟辺 さやか，初田 裕幸，仁木 利郎，伊藤 信夫，福武 敏夫，下江 豊，

深山 正久，村山 繁雄 

皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体劣性脳動脈症(CARASIL)～遺伝子診断された 3 剖検例を用いた神経

病理学的検討～ 

 

第 12 回東京大学生命科学シンポジウム 2012 年 6 月 30 日 東京 

[示説] 

Akimasa Hayashi, Naoko Yamauchi, Hiroshi Kimura, Shumpei Ishikawa, Genta Nagae, Hiroyuki Aburatani 

and Masashi Fukayama 

H3K27ac and its Correlation with H3K27me3 in Hepatocellular Carcinoma 

 

第 9 回 EB ウイルス研究会 2012 年 7 月 6日 米子 

[口演] 

阿部 浩幸，前田 大地，日野 るみ，大嶽 雄也，磯貝 まや，牛久 綾，松坂 恵介，国田 朱子，牛久 哲男，

宇於崎 宏，岩崎 善毅，立石 陽子，比島 恒和，石川 俊平，深山 正久 

Epstein-Barr virus 関連胃癌及び非関連胃癌における ARID1A 発現消失の臨床病理学的検討 

 

松坂 恵介，金田 篤志，永江 玄太，牛久 哲男，宇於崎 宏，瀬戸 泰之，高田 賢藏，油谷 浩幸，深山 正

久 

EBV 陽性胃癌における DNA メチル化の網羅的解析 

 

第 21 回日本がん転移学会学術集会総会 2012 年 7 月 12-13 日 広島 

[示説] 

辻本 雄太，国田 朱子，西岡 安彦，加藤 幸成 

ヒトキメラ型抗ポドプラニン抗体による転移抑制効果の検討 



-Suppression of podoplanin-induced tumor metastasis by a chimeric anti-podoplanin antibody 

 

第 51 回 Spinal cord club 2012 年 7 月 13 日 東京ステーションコンファレンス 

[口演] 

柴山 秀博，梶 誠兒，西田 大輔，高橋 正年，片多 史明，佐藤 進，福武 敏夫，伊藤 慎治，村山 繁雄 

「脳性麻痺」経過中に，頻回の意識消失発作，次いで全身痛，拒食をきたし，誤嚥性肺炎で死亡した 38 歳

女性剖検例‐高位頸髄側索近傍病変の意義は？‐ 

 

第 52 回日本婦人科腫瘍学会 2012 年 7 月 19-21 日 東京 

[口演] 

三宅 友子， 有本 貴英，前田 大地， 織田 克利， 川名 敬， 池村 雅子， 高澤 豊， 中川 俊介， 矢野

哲， 上妻 志郎， 武谷 雄二 

間葉系成分の大部分が平滑筋への分化を示した子宮腺肉腫の 1例 

 

第 101 回日本神経病理学会関東地方会 2012 年 7 月 28 日 順天堂大学 

[口演] 

高橋 正年，伊藤 慎治，福武 敏夫，西田 有毅，村山 繁雄 

臍帯血移植後，GVHD を合併し，辺縁系に限局した異常を認めた HHV6 関連脳炎の 56 歳女性例 

 

平成 24 年度がん若手ワークショップ 2012 年 9 月 5-8 日 蓼科 

[示説] 

Akimasa Hayashi, Naoko Yamauchi, Hiroshi Kimura, Shumpei Ishikawa, Genta Nagae, Hiroyuki Aburatani 

and Masashi Fukayama 

H3K27ac and its Correlation with H3K27me3 in Hepatocellular Carcinoma 

 

第 44 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会 2012 年 9 月 28-29 日 高知 

[口演] 

浅羽 研介，渡邉 隆史，田中 真司，衣笠 哲史，花村 菊乃，新谷 裕加子，深山 正久，藤田 敏郎，藤乗

嗣泰 

電顕観察により明らかになった近位尿細管へのκ鎖沈着による Fanconi 症候群 

 

第 42 回日本腎臓学会東部学術大会 2012 年 10 月 13-14 日 新潟 

[口演] 

渡邉 隆史，藤乗 嗣泰，田中 真司，衣笠 哲史，浅羽 研介，大瀬 貴元，新谷 裕加子，深山 正久，藤田

敏郎 

κ型 M蛋白血症による後天性 Fanconi 症候群の一例 

 

第 34 回心筋生検研究会 2012 年 11 月 23-24 日 松本 

[示説] 



新谷 裕加子，高澤 豊，佐久間 慶，船田 信顕，田中 道雄，絹川 弘一郎，小野 稔，深山 正久 

拡張相肥大型心筋症とデスミン心筋症が合併したと考えられた 1例 

 

第 322 回日本消化器病学会関東支部例会 平成 24 年 12 月 1 日 東京 

[口演] 

小林 光助，清水 篤志，吉岡 龍二，山本 訓史, 青木 琢，坂本 良弘，菅原 寧彦，長谷川 潔，國土 典彦,

田中 麻理子，池村 雅子，柴原 純二，中島 淳 

一期的に切除しえた膵・肺同時性重複癌の一例 

 

平成 24 年度神経変性疾患に関する調査研究班 2012 年 12 月 14-15 日 都市センターホテル 

[口演] 

伊藤 慎治，初田 裕幸，髙尾 昌樹，齊藤 祐子，村山 繁雄 

既往外科材料を用いたレビー小体病診断に関する臨床病理学的検討 

 

第 102 回日本神経病理学会関東地方会 2012 年 12 月 22 日 東京医科歯科大学 

[口演] 

梶 誠兒，柴山 秀博，佐藤 進，福武 敏夫，伊藤 慎治，村山 繁雄 

交叉性小脳機能解離による対側小脳萎縮を認めた片側性痙攣後脳症の一例 

 

The 5th retreat and international symposium of Global COE, January 19 – 20, 2013 

[Poster presentation] 

Sultan Ahmad Halimi, Daichi Maeda, Massashi Fukayama 

CLDN18 and MUC5AC immunohistochemistry is useful for distinction between primary ovarian mucinous 

adenocarcinoma and metastatic colorectal carcinoma involving the ovary. 

 

第 103 回日本神経病理学会関東地方会 2013 年 2 月 23 日 東京 

[口演] 

田中 麻理子，池村 雅子，新谷 裕加子，山口 泰弘，深山 正久，村山 繁雄 

臨床的にアルツハイマー型認知症が疑われた，海馬硬化性認知症の 1剖検例 

 

第 57 回日本老年医学会関東甲信越地方会 2013 年 3 月 23 日，東京 

[口演] 

岡本 宗史，七尾 道子，小島 太郎，亀山 祐美，東 浩太郎，山口 泰弘，田中 麻理子，池村 雅子，秋下

雅弘，大内 尉義 

病理解剖により海馬硬化症と判明した高齢認知症患者の一例 

  



総説・著書 

阿部 浩幸，深山 正久 

【臨床・創薬利用が見えてきた microRNA】9．胃癌における miRNA 診断 

遺伝子医学 MOOK 23: 72-76, 2012. 

 

阿部 浩幸，松坂 恵介，深山 正久 

【感染症と癌，病理からのメッセージ】EBV と胃癌 

病理と臨床 31(2): 133-137, 2013. 

 

池村 雅子，山下 徹志，佐藤 信彦，山田 秀臣，深山 正久 

CPC 解説（第 42 回）上腸間膜静脈血栓症の一剖検例 
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